



























































































































































































































































































































































































































1945 年（昭和 20 年）の呉羽分校の自詮録（閉
校に際しての学生に対するアンケートをまとめ
たもの）をたまたま数年前に目にしました。 C さ
んD さんというふうに原文自体仮名になっていま
すが、たとえば学生D さんは「われわれ書院に学
ぶ者は少なくとも感情的には支那四億の民の友で
あった。しかしながらかつてのわれわれの先輩は、
実際的には日本資本主義経済の大陸進出の尖兵と
84 
して役割を果たしたのではなかったか。そしてそ
れと相応した日本軍閥の崩壊と共に、書院生の過
去に行なった対支政策に厳しい批判を向けると同
時に、一刻も速やかに書院の将来およびその使命
たるものを明らかにしていただきたいJ と書いて
いるんですね。理念と現実のジレンマ、これはま
さに東亜同文会なり東亜同文書院の、特に 1920
年代後半以降のスタンスではないかと思っていま
す。
全然分野の違う例えを出して、特に東亜同文
書院出身の方には申し訳ないんですが、フルト
ヴェングラーという有名なドイツの指揮者がい
らっしゃいました。ナチが政権を取ったあと、反
ナチの指揮者がどんどん海外に流出（亡命）して
いくわけですね。あとに残ったのがヒットラーの
子分みたいに言われていたカラヤンとか、そうい
う人々なんですが、フルトヴェングラーは最後ま
で祖国に留まる。それに対して戦後さまざまな批
判が寄せられるわけです。これは丸山真男先生か
誰かがおっしゃっていたと思うんですが、「そこ
に留まることが彼にとっては必要だ、った。オース
トリアやドイツに留まって民族の音楽を守る為に
は、どんな立場にあっても政策の具になることな
く、現場にいて自分のスタンスを守り抜く人物が
必要であった。まさにフルトヴェングラーは自ら
をその立場に置いた人物であった」と…。まあ芸
術の分野と学校あるいは団体は同一に論じられま
せんが、私はやはり東亜同文会なり束亜同文書院
というのは、ある種フルトヴェングラー的精神を
持った団体であり学校ではなかったかというふう
に思っております。少し長くなってしまいました。
どうもありがとうございました。
